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巻頭インタビュー １都８県でカレーハウス CoCo 壱番屋などを運営している諸沢莉乃さんにお話を伺いました。

株式会社 スカイスクレイパー　代表取締役社長　諸沢 莉乃さん

　飲食店で働きたいとかカレー屋さんで働きた

いとか、スカイスクレイパーでなくてはならな

いことはありませんでした。高校生になって周

りの人たちがアルバイトを始めて、私も働きた

いと思ったときに、スカイスクレイパーが運営

しているココイチの求人チラシが家のポスト

に入ってきたのです。SNS ではないんですよ。

ひかれたのは“友だちと一緒に働いてオッケー”

と い う フ レ ー ズ

です。初めてで、

ちょっと不安もあ

り、友だちを誘っ

て始めました。

　社員も経験していなかったので、お話があっ

たときは冗談だと思いました。ただ、社内での

接客レベルが高い称号はいただいていました。

その称号をいただいたときのお祝いの食事の席

でお話をいただいたのです。お酒も入っていな

がらも、会長は本気な目をしていたのです。で

もワクワクするとも思っていて、特に覚悟とい

うのはなく、つい「私でよければ」と言ってし

まいました。次にお会いしたときにもそのお話

があって、またその次もお話があり、「会長は本

気だ！」と確信しました。

　20 歳のころに打診いただいてからの２年間、

店長をやらせてもらったり、いろいろな店舗を

回ったり、様々な経験をさせてもらいました。

22 歳で社長に就任しましたが、未来がどうなる

のか想像していなかったですし、感情と向き合っ

ている時間がないくらい目まぐるしく忙しかっ

たです。今は少し落ち着いてきて、ちょっと余

裕が生まれています。最近、ふと会長が引退さ

れる日が不安だなと思うようになりました。３

年間は会長が並走してくださるけれど、３年後

には引退します。

　そもそも社長になる決断をしたのは、私はも

ともと人のために汗をかきたい、他人によい影

響を与える人になりたいという、ありたい姿が

あったので、フリーターとして働いているより

高校時代、カレーの飲食店で働こうと思った理
わ

由
け

も社長という立場にならせてもらって、「より多

くの人の役に立ちたい！」というのが理由です。

ですので社長はゴールではなくて手段だと考え

ています。

　会社の社風として一番大事にしているのが、

「人として」ということです。例えば、悪口を言

わない、うそをつかない、挨拶をきちんとする、

時間を守る、そういうことを大切にしている会

社なので、足を引っ張る人や社長が代わって嫌

になる方はいませんでした。会長が作ってくれ

たチームではありますが、自分がトップになっ

たときに心がけているのは、わからないことは

わからないと言うこと、できないことは素直に

頼ること、変に社長だから自分が全部やらない

とではなく、“みんなで”ということをとても大

切にしています。そのため、アルバイトのとき

と社長になってからで、基本的な接し方はあま

り変えていません。会長のときはワンマンのよ

うな雰囲気でしたが、私は皆の輪の中に入って

いる印象です。おそらく私が弱さをたくさん出

すので、皆もしょうがない助けるかという感じ

です。会長と同じにはなれないので、たぶんこ

れが私らしさなのかなと……。

　以前からスカイスクレイパーで使われている

コミュニケーション・ツールがあります。毎

日、そのツールで日

報 を 書 い て も ら う

のですね。今日あっ

た こ と や お 客 様 と

の会話、うまくいか

なかったことなど、

全 店 全 て の 従 業 員

が書いています。そ

れ が 全 店 舗 誰 も が

皆 見 ら れ る よ う に

なっています。私た

ちは毎朝、それを読んでコメントをしています。

これでつながりができて、別の店舗の人どうし

のコミュニケーションがスムーズになり、一緒

に店舗を回ったり、一緒に仕事をしてみたいと

発したりしていることからも、とても絆の強い

会社として成長しています。そして、わりと風

通しがよいので、何かあったらそこに SOS を

出せる環境になっているのです。

　2035 年までの 10 年ビジョンを立て、年商

100 億円企業にすること、新しく 10 業態展

開すること、会社をホールディングス化して、

20 社設立しようという大きな目標を立ててい

て、これからますます変化していく魅力のある

会社です。

　勉強も大事だけれども感性を磨いたり、感じ

る力（なぜこの人は今こういう発言をしたのだ

ろう）を考えさせたりするような体験をさせて

もらえたらと思います。

　また、就職か進学か二つのレールしかないの

は、全く社会を知らない子どもたちにとって決

められない不安があり、だから何をしたらよい

かわからないという子が多いのではないでしょ

うか。もっとそれ以外の選択肢を見せてあげて

ほしいという想いと、もっと大切な考え方を教

えてほしいと願っています。

今後のビジョン

全国の学校へのメッセージ

従業員をまとめるチーム力

スカイスクレイパーの「ここがすごい！」

アルバイトから社長へ

諸
もろ

沢
さわ

 莉
り

乃
の

株式会社スカイスクレイパー 代表取
締役社長。
2001（平成 13）年 12 月 18 日生まれ。
秋田県生まれの神奈川県横浜市育ち。
2017 年、高校 1 年のときに「CoCo
壱番屋緑区中山店」にアルバイト入
社。翌年開催された「全国接客コン
テスト」で決勝進出を果たす。
2021（令和３）年には超難関資格「コ
コスペ『スター』」を最年少 16 人目
で獲得。
2024 年 5 月に代表取締役社長に就
任、現在に至る。
座右の銘は『高め愛』。

“チーム諸沢”ができるまで

撮影：髙畠ゆかり

▲群馬県太田市にある１号店

▲コミュニケーション・ツールの画像例
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 大段 秀樹（おおだん ひでき）
1962（昭和 37）年広島県呉市生まれ。1988
年広島大学医学部卒業。県立広島病院、国立循
環器病センターなどで研鑽を積み、1997（平
成９）年よりハーバード大学医学部に留学。
2008 年広島大学大学院医歯薬学総合研究科教
授に就任。現在、広島大学大学院医系科学研究
科教授・副学長（研究開発担当）。消化器外科・
臓器移植を専門とし、肝胆膵外科および肝移植
における免疫学的研究と臨床の発展に取り組ん
でいる。

著者プロフィール

　他にさきがけてチーム制へ移行した広島大学病院

の大段秀樹先生にお話を伺いました。

広島人気質とは
　私は呉市で生まれ、大阪での１年ほどの移植の研

修とアメリカへ留学した以外は、ずっと広島に住ん

でいます。よその土地（大阪やアメリカ）で生活し

たとき、近所付き合いの距離感が比較的あっさりし

ていることが多く、私が広島で感じてきた人と人と

の関わり方とは少し違うものだと感じました。広島

では、例えば病室で隣のベッドの人を気にして「あ

の人大丈夫かね」と自然に声を掛けたり、外来の患

者さんどうしがいつの間にか打ち解けて話をしてい

たりする光景をよく目にします。そうした、お互い

をさりげなく気にかける距離感が広島のよさであ

り、いわば広島人気質と言えるのではないかと思い

ます。この気質は、チーム・ビルディングにとって

強みであると同時に、課題にもなり得ます。よい面

としては、仲間意識が強く、チーム・ワークが発揮

されることです。一方で悪い面として、過度な平等

意識が働き、経験年数

や職責の違いがあるに

もかかわらず、同じ役

割や責任を担おうとし

てしまう傾向がある点

です。

なぜ、主治医制からチーム制へ移行したのか
　外科では、今まで 24 時間 365 日、臨戦態勢で仕

事を続けてきました。それでも外科を志望する人は、

その厳しさを含めて外科診療に魅力を感じてきまし

た。

　大学病院で２年間の研修後は、医師は地域の中核

病院に出向し、修練医として勤務します。目を輝か

せていた研修医が、その病院へ派遣された半年後、

疲れ切っていたのです。話を聞くと、家庭で子育て

も大変な時期に、子どもが起きている時間に顔を合

わせることがほとんどない生活を送っているとのこ

とでした。「自ら選んだ道だからなんとかやれるが、

後輩には勧められません」と言われたとき、私ははっ

としました。自分たちが “ 当然 ” と思ってきた働き

方は、もはや社会の中では当然ではないのだと気づ

かされたのです。このままでは外科診療は持続でき

ない。そう考え、国の働き方改革元年といわれる

2024（令和６）年よりも３年前に、主治医制からチー

ム制へ舵を切ることを決意しました。

　まず舵を切るにあたり、チーム全体にアンケート

を取りました。最初は 80％が反対でした。主治医

制が染みついており、人に任せることが難しかった

のです。それが半年で 70％に減り、１年後にはチー

ム制への賛成が 100％になりました。

　チーム制では、オフの日を明確に定め、シフトを

決め、誰が病棟担当、誰が手術担当というように曜

日と時間で役割を決めました。大学が提供する SNS

システムを活用し、気づいたことを共有できるよう

にしました。日々の小さな変化や懸念点を全員が投

に充てていました。チーム制ではその時間はほとん

どありません。そこで、さらに効率化を進め、研究

日を制度として設けました。制度として保障するこ

とで、志の高い医師たちが主体的に研究や自己研鑽

に取り組める環境を整えました。

今後のビジョン
　この制度は、大学病院を中心に進めざるを得ませ

ん。しかし大学病院だけがチーム制に移行しても、

その効果は限定的です。今後は地域の中核病院も含

めた形で、広域的に展開していきたいと考えていま

す。大学で確立したチーム制を、関連病院へと広げ

ていく。それぞれの立場と責任に応じて公正に役割

を分担するという認識が、真のチーム・ビルディン

グへの意識改革につながると考えています。

稿し、オフの日であっても情報だけは全員が確認で

きる体制を整えました。次に出勤したときには、す

ぐに状況を把握しスタンバイできます。患者さんの

微妙な変化を共有することが、チーム・ビルディン

グにおいて極めて重要です。

　もう一つの課題は責任の所在です。主治医制では

責任は明確です。チーム制では責任が曖昧になるの

ではないかという懸念があります。そのため、私た

ちが常に情報を共有し、複数の医師で診療している

ことを患者さんに丁寧に伝え、安心していただくこ

とを重視しました。また、合併症が起きた際、経験

のない医師が一人で抱え込むのではなく、共有する

ことで経験のある医師が即座に助言します。患者さ

んにとっては、医師による “ 当たり外れ ” のある医

療よりも、均質化され安全性の高い医療のほうが安

心につながると考えています。治療方針が決まらな

いときには、すぐに Web ミーティングを立ち上げ

ます。休みの日でも携帯から参加し、迅速に方針を

決定します。その結果、意思決定のスピードも向上

しました。

　DX による情報共有基盤の整備は大きな要素です。

これがなければ、膨大な医療情報をリアルタイムで

共有することは難しく、チーム制は機能しなかった

でしょう。

チーム制に移行しての苦労
　まず、先送り案件を出さないことです。当事者意

識が希薄にならないよう、「責任は分散ではなく共

有である」と明確に定義しました。チーム制はまだ

発展途上であり、常に改善が必要であることを繰り

返し伝えています。最近では若手医師も同じ言葉を

口にするようになり、意識が浸透してきたと感じて

います。

　次に、研究や自己研鑽の減少です。主治医制では

待機時間が多く、その時間を使って研究や自己研鑽

特集 チーム・ビルディング～協働的な学びへ～

広島大学大学院医系科学研究科
教授・副学長　大段 秀樹主治医制からチーム制への改革

▲広島大学病院

▲消化器・移植外科チーム

▲チーム制

▲ SNS システム例
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市民団体設立の経緯
　「静岡の未来を拓く会（以下、本会）は、2022（令

和４）年に発足しました。教育改革について語り

合ってきた仲間、10 人足らずでスタートしまし

た。

　私自身は、教諭、指導主事、教頭、校長と立場

は変わっても、「共生社会の構築」や「主体的な

学び」に携わってきました。その中で、「改革の

必要性」や「教育システムの改革」などを訴え続

けてきました。しかし、退職を前に教育現場の状

況を見渡すと課題は一層拡大し、深刻さも増して

いました。

　この状況をこのままにして教育からフェードア

ウトしてよいのだろうか。自問自答の日々が続き

ました。やりきれなかった後悔の念、この現状を

招いた世代としての自責の念、自分に残された時

間を一市民として、本会を創り、発展させていく

ことに使おうと決意しました。

団体の活動内容
　現在、主な事業として「月例研究会」「プロジェ

クト活動」「市民フォーラム」などを展開してい

ます。

　月例研究会では、子育て・教育に関わるタイム

リーなテーマを設定し、識者からの話題提供をも

とに、小グループで現状把握、課

題分析、対策検討を行い、語り合

うことで生じた意識の変化を各

自の行動につなげる試みを行っ

ています。

　プロジェクト活動では、「共生

社会の構築」「主体的な学び」「不

登校」「きみの居場所づくり」「メ

タバーススクール」の 5 つの分

野ごとに課題解決に向けた戦略的協議を行い、イ

ベント・調査・成果物の作成など実践的活動を展

開しています。本年度は、一人の高校生の「高校

生でも、高校生だから、取り組めることがある」

という熱い想いから新プロジェクトを立ち上げま

した。予想以上の成果を上げることができ、その

活動は市内の高校への広がりをみせています。

　また、メタバースを活用して「いつでも、誰でも、

どこでも学べる学校をつくりたい」という若者や

大学生の想いを具現化することができました。コ

ミュニケーションが苦手だった子どもたちが、メ

タバースを使って「自分が行きたい学校」をつく

ることに挑戦しました。メタバースに没入するだ

けでなく、他者と言葉を交わしたり、積極的に関

わろうとしたりするなど、奇跡的な光景を目にす

ることができました。ファシリテーターとして中

チームで拓こう子どもの未来
市民団体

「静岡の未来を拓く会」
共同代表　寺谷 正博

特集 チーム・ビルディング～協働的な学びへ～ 今後の活動やビジョン
　10 人足らずでスタートした本会も 100 余名の

会員を擁する市民団体に成長しました。

　「多様な人々が絆を原動力として主体的に静岡の

子どもの未来を拓く」この発足以来のビジョンを

ブレずに探究していきたいと思います。

　正直に言うと私自身「これは、さすがに無理かも」

そんな思いが何度もよぎりました。しかし、高校

生や当事者、保護者など、本会に関わる人々の熱

量と絆によって、いくつもの小さな奇跡が生まれ

る様をまのあたりにしました。今後も「どうせ変

わらない」から「私たちにも変えられるかもしれ

ない」という思いにつなげていくことを願って取

り組んでいきます。

全国の校長先生へ
　学校教育の困難性が高まり、激しい社会の変化

にさらされながら、教育現場の最前線で奮闘され

ている校長先生方に心から敬意を表します。

　今ほど、校長のリーダーシップが求められてい

る時代はありません。慌てず、臆さず、できれば

変わっていく学校教育の様を楽しみながらご活躍

ください。われわれも行動する応援団としてとも

にありたいと願っております。

高生を支えたのも高校生たちでした。

　「市民フォーラム」では、1 年間の活動報告に

加えて、「これからチャレンジしたいこと」を会員・

一般参加者を問わず発言します。毎年、静岡市長

にも参加いただきます。先に述べた「きみの居場

所づくりプロジェクト」は市長の強い支持をいた

だき、現在、市の委託事業として取り組むことが

できました。

チーム・ビルディングを柱として
　本会は、教育関係者、一般市民を問わず、子育

てや教育に関心のある方々の主体的な意思で成り

立っています。ヒエラルキーのない円卓型の運営

をコンセプトとしております。各事業はチーム・

ビルディングそのものであり、会総体はチーム・

ビルディングの結晶体だとも言えます。

　企業的なチーム・ビルディングと異なる点は、

会員は自由な主体的意思により会に加わり、自己

の主体的な課題意識により、各プロジェクト活動

などに選択的に参加する点にあります。

　したがって、すべての活動にミッションはなく、

チームによって目的・目標を共創することから始

めます。このことにより、チームメンバー一人ひ

とりの自分ごとに落ち、パフォーマンスの向上に

つながります。

　本会会員の多数は現役世代や学生であり、本務

があります。仕事や学業を終えて疲れているにも

関わらず、夜の打ち合わせや休日の事業に参加し

てくれています。本会のクオリティの高いパフォー

マンスの由来の一つに、この「ミッションなきチー

ム・ビルディンク」があると思います。

 寺谷 正博（てらたに まさひろ）
市民団体「静岡の未来を拓く会」共同代表
1986（昭和 61）年、静岡市の小学校教諭に
着任。在任中、通級指導教室や特別支援学級を
担当。
2011（平成 23）年、静岡市教育委員会指導
主事に就任し、特別支援教育を担当。以降、小
学校教頭、校長を経て 2022 年定年退職。同年、
市民団体「静岡の未来を拓く会」を設立し、共
同代表に就任、現在に至る。

著者プロフィール

▲高校生の活動の様子

▲ 2026 市民フォーラムの様子

▲メタバーススクールイメージ図

メメタタババーーススススククーールルイイメメーージジ図図

ココミミュュニニケケーーシショョンンがが苦苦手手だだっったたりり、、学学校校にに行行ききづづららささをを感感じじてていいるる子子どどももたたちちががメメタタ――ババススをを
活活用用すするるここととににスストトレレススをを感感じじずずにに自自分分たたちちがが願願うう学学校校像像をを共共創創しし、、そそれれをを他他者者にに伝伝ええるるここととにに
よよっってて、、自自分分たたちちのの思思いいはは伝伝わわるるとといいうう実実感感をを得得るる

学校に行きづらさを感じている小中
学生(応募)で小グループをつくり、高
校生(応募)のファシリテートにより、
自分が行きたくなる未来の学校につ
いて語り合う

各グループで高校生ファシリテーター
の支援を受けながら、自分たちのイ
メージする学校(インフラ、カリキュラ
ム)をメタ―バスを活用して、バー
チャル空間に創る

共創した「願う学校」を他のグループ
メンバーやゲスト(静岡市市長、教育
長、学校長、教員、保護者等)に伝え、
立場や世代間の相互理解を深めると
共に、今後の教育改革につなげる

3. 伝伝ええよようう！！みみんんななにに2. 創創ろろうう！！理理想想のの学学校校1. 語語ろろうう！！未未来来のの学学校校
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 西田 淳一（にしだ じゅんいち）
1966（昭和 41）年生まれ。大学卒業後、大手靴店に
就職。退職後 1990（平成２）年、美術教師として福
岡市で採用。市教委人事主事を経て、小中一貫校能古
島小中学校に校長として赴任。島の学校でチーム制や
小中教員相互乗り入れ、定期考査廃止など教育改革を
行う。2023（令和５）年より現職。趣味はバイクツー
リング。
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チーム・ビルディング
～協働的な学びへ～

特 集

02. “チーム諸沢”ができるまで
株式会社 スカイスクレイパー　代表取締役社長 諸沢莉乃

04.主治医制からチーム制への改革
広島大学大学院医系科学研究科　
教授・副学長　大段秀樹

06.チームで拓こう子どもの未来
市民団体「静岡の未来を拓く会」　共同代表　寺谷正博

08.「未来を幸せに生きる」～学年チーム制への挑戦～
福岡県福岡市立城西中学校　校長　西田淳一
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や配慮が必要な生徒、その保護者へのアプローチが遅れたり、やや

もすると（担任としての）責任感の薄れからなのか、生徒への声掛

けが少なくなってしまったりするという点です。これには保護者の

方からお叱りも受けました。

　「これからの教師は伴走者であれ」とよく言われます。私は、先

生方に「本気の伴走をしよう！」と伝えています。役割分担は「責

任の分割」ではありません。私たち教師も覚悟をもった本気の伴走

者でなければなりません。見えてきた課題については、早急に改善

策を考えたいと思います。

教育改革を行うのは文部科学省でもない、市教委でもない。我々教

師である

　「教育改革は現場の教師にしかできない！」それが我々の誇りです。

学年チーム制は単なる業務軽減の手段ではなく、生徒と教師がとも

に幸せに生きるための挑戦です。

今後もトライ＆エラーを恐れず、

より実効性の高いシステムへと

進化させていきたいと考えてい

ます。

生徒も教師も「幸せに生きる」ための教育改革

　本校では、「未来を幸せに生きる」を教育の最上位目標にしてい

ます。そこで、生徒

の自主性、主体性の

伸長と教職員の働き

方改革を両立させる

ため、従来の「固定

担任制」から、学年

職員全員で生徒を見

守る「学年チーム制」

へと舵を切りました。

導入から 2 年が経ち、

確かな手応えを感じ

ています。

手探りのスタート。そして生徒、教師の変化

　当初、教師だけでなく、生徒も保護者もずいぶん戸惑いました。

しかし、「誰にでも相談できる」「多くの生徒と関わることができる」

と双方メリットも感じ始め、2 年目には様々なことがスムーズに運

ぶようになってきました。一番の成果は、これまで受け身だった生

徒が「自分たちで考えて行動する」という意識が芽生えてきたこと

です。行事や集会では教師の指示を待たずに生徒どうしで協力する

姿が見られ、「生徒を信じて任せる」姿勢が実を結びつつあります。

　先生方のウェルビーイングの向上も実感しています。チームで業

務分担することで、精神的ゆとりが生まれたという声も聞かれるよ

うになりました。計画年休や産育休がとりやすくなった点はうれし

い成果です。また、生徒指導や保護者対応を一人で抱え込むことが

なくなり、チームで共有、協力して解決にあたろうという組織風土

ができてきました。若手人材育成の面では、「チーム制＝いつでも

OJT」による効率的な育成が実現しています。先輩教師の指導を間

近で見たり複数の教員から助言を得たりすることが多くなり、指導

技術の向上や学級経営への不安軽減にもつながっています。

様々な逆風も吹く。失敗もする。だからこそ「本気の伴走」を！

　しかし、成果の一方でいくつか課題も見えてきました。勤務時間

内に十分な情報共有の時間が確保できないという点や、不登校生徒

「未来を幸せに生きる」「未来を幸せに生きる」～学年チーム制への挑戦～学年チーム制への挑戦～～

福岡県福岡市立城西中学校　校長　西田 淳一

▲生徒自身が考えた「生徒集会」

▲職員室も思い切ってフリーアドレスに変更

本誌に関する
お問い合わせ
はこちら

https://docs.google.com/forms/d/1-iJUIDI9AdytfHtzOmdCxG0nCvPpdWj5SB3qES9DflY/edit
https://www.nichibun-g.co.jp/data/contact/form/
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